
新型コロナウイルス感染症の
り か ん ご しょう じょう こ う い しょ う

罹患後症状（いわゆる後遺症）
について
WHOの定義によれば、罹患後症状（いわゆる後遺症）は、新型コロナウイルス

に感染した人にみられ、少なくとも２ヶ月以上症状が続き、他の病気の症状とし

て説明できないもの、とされています。

感染時から続く症状もあれば、回復した後に新たに出現する症状もあります。

主な罹患後症状の症状
罹患後症状については、明らかになっていないことが多く、症状や程度も様々

です。適切に対応することで、多くの場合、症状は改善していくとされています。
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【 上記のような症状が続いている場合は】

①他の病気が隠れている場合や、持病がある場合は、その症状が悪化することも

あるため、かかりつけ医や対応医療機関への受診をお勧めします。

②罹患後症状のより詳しい情報や県内の対応医療機関につい

ての情報は、県のホームページ『新型コロナウイルス感染症

の罹患後症状（いわゆる後遺症）について』を参照してください。

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/after-effect.html

児童・生徒、保護者の皆様

その他

このチラシについての問い合わせは…

神奈川県教育委員会教育局指導部保健体育課 ℡045-210-8309


